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気象 レ ーダー を用い た火山噴煙 の解析 1 ：二 重偏波パ ラ メー タに よる噴煙領域の 特定
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1．は じめ に

　現在 、 気象庁 で は噴煙の 高さを求め る た め に カ メ

ラ映像を用 い て い る が、降水 時や夜間等 の 監視 の た

め、 レ
ーダー等 リモ

ー
トセ ン シ ン グを用 い た即時的

な把握 技術が求め られて い る。 また 、 降灰 量 の モ デ

ル 予想 の た め、初期値となる噴煙 の 状態を高精度に

見積 もる こ とも今後の課題 となっ てい る。
　 これまで も気象 レーダーを用い た噴煙 の 観測は行
われ て きた （例えば、Harris　et 　aL （1981）、荒生ほ

か （1996）、福井ほ か （1997）、真木 ・岩波

（2002）、Marzano 　et 　al （2006a，
b））カs、噴煙を構

成する粒子 （火 山砕屑物／テ フ ラ）の 形状や粒径分

布が分か らない 、 粒径の ダイ ナ ミ ッ ク レ ン ジが広い

（数 μ m 一数　m ）、降水粒子 との 分離が難 しい など

の 本 質的な難 し さに 加え て 、観測事例が十分で ない

こ とか ら 、
レーダ

ー
に よる定量的な観測は実現して

い な い
。

一
方 で 、 近年は気象分野 におい て 、二重偏

波 レ
ーダー

による研究が劇的な進歩を見せ て お り、
火 山分野へ の 応用 にお い て もブ レーク ス ル ーの期待
がかか っ て い る 。

　本研 究では、気象 レ
ーダー

を用 い て 噴煙 の 状態を

解析す るため 、 まずは上昇中の噴煙領域を特定する

こ とを 目指す 。
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2．　　　 びデー
タ

火山 ：桜島 （昭和火 口 ）　 現象 ： 爆発

日時 ：2014 年 5 月 10 日 13 時 7 分

有色噴煙の高さ ：火 口上 4
，
500m

レ
ー

ダ
ー

サイ ト ：XRAIN 桜島

利用 した観測パ ラ メータ ：反射強度、速度幅、反射

因子差 （Zdr）、偏波間相関係数 （ρ hv）
カ メ ラ サイ ト ：桜 島 （牛根）

墨

　観測 された各種 レ
ーダーデー

タと 、 対応する 時刻
の カ メラ画像 （図 3 ）を比較 し、疑似エ コ

ー
領域に

噴煙や降水が な い こ とを確認。 レ
ー

ダ
ーパ ラ メ

ー

タ、特に二 重偏波パ ラメ
ー

タ に注 目して分離を試み

た。

豐
　XRAIN 桜島の PPI デー

タ （図 1）には噴煙 エ コ

ーの 後面 に ス パ イ ク状の 疑似 エ コ
ーが 見 られ る。同

様な疑似 エ コ
ーに、雹に伴 うTBSS （Three・body

scatter 　sp 止e ：Zmic （1987）、
　 Lemon 　et 　al （1998））

が あ り、近年 はそ の 二 重偏波特性 （polarimetric
TBSS 、以下 PTBSS ）が研 究 され て い る 。

Kumjian 　et　al．（2010）による と、
　PTBSS は雹 コ ア

の 後ろの 非常に高い Zdr と非常に低い ρhv を持つ

領域で定義され るが 、 今回 の ケ
ー

ス では Zdrに特

徴的な傾 向が見 っ け られなか っ た 。

一
方、ρ hv は

疑似 エ コ
ー領域で 非常に低 い 値 （概ね 0．4 以下）を

取 っ てお り、今回 の 疑似エ コ
ー

は低 ρ hv 領城 と し

て取 り除 くこ とが出来 る可能性がある。

図 1 ：13 時 12 分 38 秒の 反射強度 （仰角 9．2
°

）
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　 　 図 2 ； 13 時 12 分 38 秒 （仰角 9，2D 、方位角 343，8°）

　 　 　 　 　 　 　 の レ
ー

ダ
ーパ ラメ

ー
タ

（上か ら反射強度 （dBZ）、Zdr（黽 ）、　 p　hv（x100 倍）、速度幅 Cmls）。
　 　 　 　 　横軸 は レーダーか らの 距離 （kコb）。）

　　　　 　 図 3　気象庁の 火 pL4カメ ラ画像

　　　 （13 時 12 分 38秒、桜島 （牛根）サイ ト）
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XRAIN データは X バ ン ドMP レーダに関する技術開発コン ソ
ー

シア

ム を 通 じて提 供 を受 けた 。カ メ ラ の 映像 は気象庁 火山課か ら提 供を受け

た。
レ
ー

ダ
ー

の解析 には Draft （田中
・
鈴木 （200e） を用 いた。
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